
平成３０年度　全国学力・学習状況調査結果及び分析・対策（松江市全体～小学校）
(１)学力調査結果から見られた傾向 (４)学力調査及び生活意識調査から見られた傾向（破線は全国平均）

(２）生活意識調査から見られた傾向 、
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○単位量当たりの大きさを求める問題場面では、図や数直
線などを適切に用いて、数量の対応関係や大小関係を的確
に捉えることができるよう指導の充実を図る。
○図形の構成要素や性質を基に考察し、事柄が成り立つこ
とを説明する学習機会の充実を図る。

成果と課題(○：成果、●：課題) 対　策

国語

Ａ
・
基
礎

○「話すこと・聞くこと」「書くこと」の平均正答率が高く、授業における
表現活動の工夫が進められている。
●主語と述語、修飾語と被修飾語との関係など、文の構成について
の理解が不足している。
●時間内に解答できていない。

Ｂ
・
活
用

○「考えをまとめて書く」「内容を整理して書く」といった問題で無解答
率が大幅に減るなど、改善が見られた。
●文章構成における段落の効果についての理解が不足している。
●複数の資料から適切な内容を取り上げ、それらを関係づけて表現
することに課題がある。

○伝えたいことが伝わるように書けているかを注意して読み
返す活動や経験を積ませる。
○説明的文章の種類（尾括型、頭括型等）についての理解を
図るとともに、その効果を意識して自分の表現に生かすこと
ができるように指導する。
○文章の中から必要な語句を見つけ、丸や四角で囲んだり
語句と語句とをつないだりしながら考えを整理する活動を設
定する。

算数

Ａ
・
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礎

○「量と測定」領域の平均正答率は全国平均値を上回り(＋2.4)、特
に角度を求める問題は全国平均値を大きく上回った。(＋6.4)
●小数の除法について課題が見られる。
●直径の長さと円周の長さの関係についての理解に課題が見られ
る。

Ｂ
・
活
用

○問題場面(九九の表)から見出した数量の関係を基に考察する問
題の平均正答率が全国平均を上回った。(＋3.9)
●図形の構成要素に着目し、論理的に考察・表現することに課題が
見られる。
●問題解決のために、複数の情報を解釈し、関連付けて論理的に考
察することに課題が見られる。

（３）意識調査の結果（学力との相関が指摘されているものや、松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）
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○生き物の保護や観察方法等についての意識は高く、知識としても
定着している。
○理科の用語に関する知識は定着している。
●水溶液の重さを求めることに課題が見られる。
●条件を読み取って実験の方法を考えたり、実験結果を検証したり
することに課題が見られる。

○問題解決的学習の中で、自分の考えを実験に生かしたり、
結果の考察を自分の言葉で表現したりする機会を多くする。
○求めようとするものが何かという点を意識させ、個人活動
やグループ活動を通して情報を整理する力を高める機会を
多くする。

成果と課題(○：成果，●：課題) 対　策

○家庭での学習習慣が向上している。（「授業の予習復習をする」全国平均値比＋
6.1、「計画を立てて学習する」同＋8.1、「教科書を使って自学自習する」同＋8.0、「１
時間以上学習する」同＋3.7）
○地域や社会とのつながりや関心が高い。（「地域の行事に参加」同＋8.4、「地域や
社会の問題や出来事に関心がある」同＋5.8）
●身近な事象を不思議に感じたり人に伝えたりすることにやや消極的である。
●解答時間が足りないと感じている児童が多い。

○効果的な家庭学習（集中、工夫、見通し等）を身に付けさ
せるために保護者と連携を図る。
○課題に主体的・効率的に向かうために学習形態を工夫す
るなど、授業改善を行う。
○読み取る力を伸ばすため、読書の習慣が身に付くよう図書
館活用教育を継続して推進する。
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（５）平均正答率の推移（国語・算数は5年分、理科はH24年から3回分）
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